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英語A1

社会人基礎力養成 基礎学力養成 人体の構造と機能 基　礎　看　護　学 小児看護学 成人看護学 老年看護学 母性看護学 精神看護学 在宅看護論 看　　護　　の　　統　　合　　と　　実　　践疫病の成り立ちと
回復の促進

健康支援と
社会保障制度

英語B1
健康の
科学

専　　　門　　　分　　　野 統　　　合　　　分　　　野専　門　基　礎　分　野

専　　　　　門　　　　　教　　　　　育　　　　　科　　　　　目
全　学　共　通　教　育　科　目

生化学 微生物学

人間
栄養学

薬理学
疾病
治療論
1

放射線と
環境

臨床
心理学

社会
福祉学

公衆
衛生学

保健
統計学

疾病
治療論
2

保健医療
福祉行政論

疾病
治療論
3

疫学

看護実践
基盤学Ⅰ
（看護学
原論）

看護実践
基盤学Ⅱ
（コミュニ
ケーション）

看護実践
基盤学Ⅲ
（アセスメ
ント技術）

看護実践
基盤学Ⅳ
（生活援助
技術）

看護実践
基盤学
実習

（基礎）1

看護実践
基盤学Ⅴ
（診療補助
技術）

看護実践
基盤学Ⅵ
（看護過程）

看護実践
基盤学
実習

（基礎）2

災害看護
演習

リハビリ
テーション
看護論

緩和ケア
クリティカル
ケア

看護援助
技術レファ
レンス

看護学
シミュ
レーション

看護研究

看護学
統合実習

コンサル
テーション
論

地域養生
看護学

（在宅概論）

地域養生
看護学

（在宅援助）

生涯発達
看護学
（母性）

健康生活
看護学

（精神概論）
1

生涯発達
看護学
（小児）

生涯発達看護学
（成人）

人体の構造と機能2

生涯発達
看護学
（老年）

健康生活
看護学

（母性概論）

健康生活
看護学

（精神概論）
2

健康生活
看護学

（小児概論）

健康生活看護学
（成人概論）

健康生活
看護学

（老年概論）

健康生活
看護学

（母性援助）

健康生活
看護学

（精神援助）

健康生活
看護学

（小児援助）

健康生活看護学
（成人・周手術期）

健康生活看護学
（成人・回復終末期）

健康生活看護学
（成人・急性期）

健康生活看護学
（成人・慢性期）

健康生活看護学実習
（老年）1

健康生活
看護学
実習
（母性）

健康生活
看護学
実習
（精神）

地域養生
看護学
実習
（在宅）

健康生活
看護学
実習
（小児）

健康生活看護学実習
（成人）

健康生活
看護学実習
（老年）2

訪問看護
マネジ
メント

放射線と
健康支援

国際看護
活動論

看護倫理
チーム
医療

看護
マネジ
メント

医療安全

災害看護
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英語A2 英語B2

英語C1

英語C2

健康・
スポーツ
1

健康・
スポーツ
2

放射線と
人体

人体の構造と機能1

健康生活看護学
（老年援助）

看護実践基盤学科目

健康生活看護学科目

え、看護対象はライフサイクル上にある尊厳ある個人であ
り、対象特性にあわせた適切な看護の実践が必要であるこ
とを理解したうえで、看護における基礎的な理論や基本的
な看護技術を理解・修得する。

生涯発達看護学における人々の健康特性を理解したうえで、各発達段
階それぞれにおいて健康が障害されるメカニズムや健康障害が人々
に及ぼす影響および科学的思考にもとづく看護問題の把握、問題解決
に資する理論や援助技術について理解・修得することにより、科目間
の有機的つながりを具現化し、専門的知識の確実な定着を図る。

健康生活看護学科目において修得する知識・技能に基づき、
居宅あるいは療養施設等、生活する場所に応じた看護課題の
把握の方法について学ぶとともに、課題解決のための支援や、
地域コミュニティ、行政組織との関わり方について学修する。

地域養生看護学科目

生涯発達看護学科目

導入科目群

発展科目群

臨地実習科目群

看護実践基盤学で学んだ対象のとらえ方に基づいて、人間の生涯発達の連続
性を打ち出し、ライフサイクル上のある時期（小児、成人、妊産・褥婦、老年）に
おける健康特性および特徴的な健康問題と、それらに特化されるこころのあ
り方についての順序性・連続性を理解し、それぞれの発達段階に適した健康
支援の必要性を理解・修得する。

☆印：必修科目（講義）
★印 】。む含を義講部一りよに目科【）習演（目科修必：
★印：必修科目（実習）

その他 全学共通教育の選択科目

●外国語教育科目　

●一般教養科目
　　　人文科学分野
　　　社会科学分野
　　　自然科学分野

保健師養成課程科目（自由科目）

３年 後期…
４年 前期…

４年 後期…

公衆衛生看護学概論、学校保健・産業保健
公衆衛生看護方法論1、公衆衛生看護方法論2、公衆衛生看護活動論、
公衆衛生看護学実習A、公衆衛生看護学実習B
公衆衛生看護管理論

DP1
DP2
DP3
DP4
DP5

： 広い視野と豊かな教養に基づき、看護の担い手としてふさわしいヒューマニズムと倫理観を身につけている
： EBN（Evidence Based Nursing：根拠に基づいた看護）に基づき、自律的に看護を実践することができる
： 生命の尊厳と人権を尊重する姿勢を身につけ、多職種と連携・協働することができる
： 地域の健康課題に関するニーズをとらえ、災害時の援助活動も含め、積極的に地域貢献できる能力と態度を身につけている
： 看護専門職として科学と看護の進展に対応するために、生涯にわたって持続可能な主体的学修ができる

ディプロマ・ポリシー

地元いわき市をはじめ、地域医療分野において活躍する看護師

医療創生大学 看護学部 カリキュラムツリー

・心身ともに健全である人 
・ものごとに積極的に誠実に取り組む姿勢が身についている人

・思いやりと協調性を持って他者と接すことができる人
・看護学を学ぶにあたって必要な基礎的能力を身につけている人

アドミッション・ポリシー

卒業研究


